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巻頭言

舟は向こうの山見て漕げ

吉 野 勝 美

低温セ ンター長 に就任 した時、小生の任期 中にすべ き最大 の仕事 は、大学の研究、教育の進展 の

ため、長期的に安定 して、安全 に液体ヘ リウムが供給で きる よう、大型 の液化機 を導入することで

あることをす ぐに悟 った。幸いなことに関係各位の多大の ご尽力、 ご支援 により一回目の概算要求

で設置が認め られ、安心 して定年 を迎えることが出来た。勿論、最終的に定常的 に稼動 に至 るまで

には更に多 くの方の努力が必要なことは云 うまで もない。

実 は、この定年 までの数年間やは り大阪大学 の人事労務 の仕事 を勤めてきたが、法人化 に伴 って

大学 に所属する教職員の身分、環境が激変する中でその基本的形態、基本的あ り方 を決める必要が

あ り、 これ また大変 に荷の重い、 また忙 しい任務 であったが、 なんとか勤め上げることが 出来た。

その過程で大学教職員の置 かれた状況が非常 によ く理解で きたので、下手 をす ると大 変な事態 にな

ると云 う気が して ならなかった。法人化 されて一年、二年 と経つに従 って各 人が身に しみてその大

変 な困難 さを感 じてい るに違いない。 ともか く、途方 もな く多忙 になって㍉落 ち着いて何か仕事 に

取 り掛 かる と云 うことが非常 に難 しくなって きたのである。次か ら次へ と求め られる報告、提案、

評価 に追われ、一方では高い レベルの研 究、産業界、社会への還元、貢献 な ど様 々なことが求め ら

れる。 しか も当然 の大学の基本的な使命 として、将来の 日本、世界 を支 える若い学生の教育、指導

をないが しろに してはいけな く、新 しい考 え方 をとり入 れて益'々充実す ることが求め られているの

である。殆 どの人が 目が廻 るほ どの忙 しさに違いない。

勿論、民間企業な どのおかれた立場、状況か らす ると、国立大学、そこで働 く者 にとって もこう

云 う状況で当た り前であると云 う意見が強か ったのは明 らかであるが、 これで本当 に日本の将来の

ためにいいのだろ うか、 と云 う気が、当時 もしていたが、今、益 々その思い を強 くしている。

大学法人化が正 しい選択だったか どうかは歴史の中でやがて明 らかになろうが、法人化の真の 目

的がなんであったか、少 し疑念 も抱 いている。 しか し、大学人はその考 え方、ス タイルを大 きく自

ら変えることが避 け られない状況 となってい る。

大学 は非常 に小 さい組織 ブロ ックの集 まりであ り、各 ブロックが互い に独立である。実際には各

ブロック内で教育研 究の殆 ど全て をこなさなければならず、 しか も、その構成員数は ドン ドン減少

している。民間企業では進展 している部門で は所属する人数はかな りの ものにな り、その中で仕事

の分担、命令系統 による指令が円滑 に行 われる形 になるようにはか られている。即 ち、各セクシ ョ

ンの内容、規模 と役割、他組織 との境界、統廃合が フレキシブルで弾力的である。大学では この命

令系統で動 く組織 の大 きさが非常 に小 さい場合が殆 どで、従 って各人が全て をや らざるを得 ない と
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いう状況 になって きているのである。 しか も、各セクションの規模が縮小する上、境界が硬直化 し

ている。掛 け声の上で は協力体制 を進 める、一体化する といいなが らそれは非常 に難 しい。しか も、

各人の権利意識が極めて強 く、 もちろんそれが大事で、尊重すべ きことも多いが、権利 というより

も既得権益化 しているような面が結構 ある。 それはい ったん退職 して従来 と異 なった社会環境 にお

かれ、今 まで以上 にいろんな立場の人達 との接触が多 くなるに したが って益 々よ く分 って くる。

このような状況 を変えろ、 と云 う各方面か らの強い外力がかかっていると考 えられ、それには当

然の面 もある。現在の大学人に同情 することしきりであるが、 ともか ぐこうなった以上、それ を挺

子 に、あ るいは最大限生 か して自 ら新 しく展 開を図って、む しろこれ をプラスに転化す ることが必

要である。

早晩、組織、勤務形態 な どすべての面で民 間型 に変わ っていかざるを得 ないのは間違いない。資

金的に動けな くなって しま うのであ るか ら、仕事の境界、縄張 りが弾力化するだろう。それにはあ

る程度当然 と思 える面 もあるが、今は どう考 えてみて も、形式的な面の充実 を図 ると云 う仕事で余

りにも忙 しい。 また、資金稼 ぎです ぐに役立つ、 また、資金が出やすい課題の研 究にた くさんの人

が集中 して、上滑 りの近視 眼的 とも云 える仕事 が評価 される と云 う兆候が既 に現 れて きているが、

これが大学の、 ひいては 日本の将来のため にいい姿 だろうか と、特 に強 く疑問 を感 じてい る。長期

的視 点で、50年 後、100年 後 の技術 、社会、 日本 を支 えうる基盤 を育 て築 く多様 な教育研究 を絶対

に軽視 してはい けない と云 う思い を強 くしている。低温研究 もまさにそ うである。今回の巻頭言 も、

いつ も述べ る"舟 は向 こうの山見て漕 げ"で 閉 じることにす る。

舟 を漕 ぐとき、 どうして もや りが ちであるが手元の櫓 を見 なが ら漕いでいたのではクルクル廻 る

だけで少 しも前 に進 まない。向 こうの山を見 て漕 ぐとスー ッと真 っ直 ぐに進む ものであ る。

勿論、漕がないようでは論外 であるが、 しっか りと未来 を見据 えて、長期的視点 を決 して失 って

はいけない と云 うことである。
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